
 

 

2022 年７月８日 

各 位 

会 社 名 株式会社早稲田アカデミー 

代 表 者 名 代表取締役社長    山本 豊 

 （コード番号 4718 東証プライム） 

問 合 せ 先 
取締役常務執行役員 

管理本部長       

Ｔ Ｅ Ｌ ０３－３５９０－４０１１ 

 

 

上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

当社は、2021 年 12 月 24 日に「新市場区分の上場維持基準の適合に向けた計画書」（以下、

「計画書」といいます。）を提出し、その内容を開示しております。2022 年３月 31 日時点にお

ける計画の進捗状況等につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．上場維持基準の適合状況の推移 

  当社は、移行基準日（2021年６月30日）時点においては、プライム市場の上場維持基準の内、

「流通株式時価総額」のみ基準を充たしておりませんでした。その後、計画書に基づき改善を

実施してまいりました結果、2022年３月31日時点におけるプライム市場の上場維基準への適合

状況は、当社試算において、以下のとおり全ての基準を充たしております。 

 流通株式数 
流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

１日平均 

売買代金 

当社の適合

状況及び 

その推移 

移行基準日時点 

（2021 年６月 30 日時点） 

※１ 

97,361 単位 87.9 億円 51.2％ 0.38 億円 

2022 年３月 31 日時点 

※２・※３・※４ 
103,696 単位 106.1 億円 54.5％ 0.59 億円 

プライム市場上場維持基準 20,000 単位 100 億円 35.0％ 0.2 億円 

2022 年３月 31 日時点の適合状況 

（当社試算） 
適合 適合 適合 適合 

※１．東京証券取引所が、2021年６月30日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出を

行ったものです。 

※２．当社が、2022年３月31日時点の株券等の分布状況等をもとに試算を行ったものです。  

※３．流通株式数は、保有目的を純投資として表明いただいている株式を含めております。 

※４．2022年７月１日付けで株式会社ＪＰＸ総研より受領した「TOPIXの段階的ウエイト低減銘柄の第２回

判定仮結果に関するお知らせについて」において、当社の流通株式時価総額が100億円以上となって

いる旨の通知を受けております。（正式な判定結果は本年10月７日にJPXウェブサイトにて公表予定） 

河野 陽子 



 

２．上場維持基準の適合に向けた取組みの実施状況 

プライム市場上場維持基準の適合に向けて、中期経営計画で定めた中長期ビジョン実現のた

めの重点施策に継続的に取り組み、業績伸長と持続的な成長・発展の推進に注力しております。

同時に、IR活動を強化し、当社の企業活動や成長戦略等をわかりやすく情報発信することで、

当社株式への投資魅力を高め、市場における評価向上に取り組んでおります。 

中期経営計画につきましては、2022年３月期の業績が、11期連続増収、利益についても計画

に定めた2024年３月期の目標を超え、過去最高益を更新するという極めて好調な結果となりま

したので、「計画書」でもお伝えしたとおり、2022年５月に業績目標を再度上方修正し、計画

の最終年度である2024年３月期において、売上高331億7,000万円、経常利益25億5,000万円、

経常利益率7.7％、自己資本利益率12.1％を目指すことといたしました。 

今後も、安定的にプライム市場の上場維持基準に適合していけるよう、中期経営計画で定め

た事業戦略推進による業績向上、IR活動の充実、ガバナンス体制の強化に取り組み、企業価値

向上を図ってまいります。 

以 上 


